
29［やく］  March 201930 ［やく］ March 2019

パイオニアとしての矜持で
原子力の「40年以降運転」に挑む
原子力発電所の運転期間は40年と定められ、原子力規制委員会の認可を受けた場合、１回に限り最大60年まで延長できる。

未踏分野へ、日本初の40年以降の運転に向けた、安全性向上対策工事や理解活動の現状と展望を訊く──
吉田裕彦 関西電力 原子力事業本部 副事業本部長

●
日
本
の
原
子
力
、
経
緯
と
現
状

─
─
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
開

催
が
決
定
。
前
回
１
９
７
０
年
の
大
阪
万

博
で
は
美
浜
発
電
所
か
ら
「
原
子
の
灯
」

が
初
送
電
さ
れ
話
題
を
呼
ん
だ
が
？

　

日
本
が
原
子
力
開
発
を
志
し
た
の
は
、

終
戦
か
ら
僅
か
10
年
後
の
１
９
５
５
年
。

原
子
力
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
原
子
力
開

発
が
始
ま
っ
た
。

　

関
西
電
力
は
当
時
か
ら
他
社
に
先
駆
け

て
原
子
力
開
発
に
着
手
、
70
年
に
日
本
初

の
商
業
用
加
圧
水
型
軽
水
炉（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）・

美
浜
１
号
機
の
営
業
運
転
を
開
始
。
以
来
、

美
浜
・
高
浜
・
大
飯
の
３
地
点
に
計
11
基
を

建
設
し
、
関
西
地
域
の
電
力
需
要
を
担
う

と
と
も
に
、「
原
子
力
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」と

し
て
安
全
対
策
や
高
経
年
化
対
策

を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。

─
─
し
か
し
東
京
電
力
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
環
境

は
激
変
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
策
定
さ
れ
た

「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」

で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
お
け
る

原
子
力
の
電
源
構
成
比
率
は
20
〜

22
％
と
な
り
、
18
年
７
月
に
新
た

に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
第
５
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」で
も
、
原

子
力
発
電
の
依
存
度
を
で
き
る
限

り
低
減
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、

改
正
原
子
炉
等
規
制
法
が
施
行
さ
れ
、
原

子
力
発
電
所
の
運
転
期
間
延
長
認
可
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
運
転
期
間
延
長
認

可
制
度
は
、
法
的
に
原
子
力
発
電
所
の
運

転
期
間
を
40
年
と
し
、
原
子
力
規
制
委
員

会
の
認
可
を
得
れ
ば
、
１
回
に
限
り
最
大

20
年
の
運
転
延
長
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
最
大
で
運
転
期
間
は
60
年
ま
で
と

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
当
社
３
プ
ラ
ン
ト

の
ほ
か
、
日
本
原
子
力
発
電
の
東
海
第
二

発
電
所
が
運
転
期
間
延
長
を
認
可
さ
れ
て

い
る
。

─
─
諸
外
国
で
も
原
子
力
発
電
所
の
運
転

期
間
は
決
め
ら
れ
て
い
る
？

　

い
や
、
日
本
の
よ
う
に
運
転
期
間
を
法

的
に
制
限
し
て
い
る
国
は
欧
米
等
主
要

国
で
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
特
に
米
国
で
は
、

当
初
の
運
転
認
可
期
間
は
40
年
と
定
め
ら

れ
て
は
い
る
が
、
20
年
ご
と
に
認
可
更
新

で
き
る
制
度
が
あ
り
、
約
９
割
以
上
の
プ

ラ
ン
ト（
99
基
中
93
基
）が
60
年
の
運
転
認

可
を
申
請
済
み
。
う
ち
半
数
近
い
45
基
が

既
に
40
年
を
超
え
て
運
転
し
て
い
る
。
さ

ら
に
80
年
運
転
に
向
け
、
２
回
目
の
認
可

更
新
申
請
を
行
っ
た
プ
ラ
ン
ト
も
既
に
６

基
あ
る
。

期
間
延
長
が
認
可
さ
れ
、
現
在
、
再
稼
動

に
向
け
た
安
全
性
向
上
対
策
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。

─
─
運
転
期
間
延
長
認
可
と
は
？　

　

福
島
第
一
の
事
故
を
踏
ま
え
、
13
年
に

こ
れ
を
維
持
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
資
源
小
国
日
本
に
と
っ
て
、
３

Ｅ（
供
給
安
定
性
、
経
済
性
、
環
境
性
）の

バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
原
子
力
の
果
た
す
役

割
は
非
常
に
大
き
い
。
安
全
の
確
保
、
技

術
・
人
材
基
盤
維
持
の
観
点
か
ら
も
、
将

来
に
亘
っ
て
原
子
力
発
電
を
一
定
規
模
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
安
全
の
確

保
を
大
前
提
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
40
年
以
降
の
運
転

─
─
関
西
電
力
の
各
プ
ラ
ン
ト
の
現
状

は
？

　

福
島
第
一
の
事
故
を
教
訓
に
、
新
た
な

規
制
基
準
が
制
定
さ
れ
た
。
関
西

電
力
11
基
の
う
ち
高
浜
３
・
４
号

機
、
大
飯
３
・
４
号
機
は
、
新
規
制

基
準
を
踏
ま
え
た
安
全
性
向
上
対

策
工
事
を
行
い
、
再
稼
動
を
果
た

し
て
い
る
。
一
方
で
美
浜
１
・
２

号
機
、
大
飯
１
・
２
号
機
は
、
個
々

の
設
計
な
ど
を
勘
案
し
、
今
後
の

施
設
運
用
に
お
け
る
安
全
や
品
質

確
保
を
最
優
先
に
考
え
た
結
果
、

廃
炉
を
決
定
し
た
。
残
る
高
浜

１
・
２
号
機
は
16
年
６
月
に
、
美

浜
３
号
機
は
同
年
11
月
に
、
運
転

かんでんFOCUS

1970年大阪万博の会場に原子の灯を送った

設備・機器の点検スケジュールと運転期間延長認可までの流れ

40年を超える原子力発電所の運転に向けた流れ

福島第一原子力発電所事故前 福島第一原子力発電所事故後

運転期間延長認可制度
運転期間を
定める法律なし

2012年原子炉等
規制法改正

延長

プラス

1回に限り

40年 20年
最大

60年
最大

日々の点検や定期検査（約1年ごと）で、設備の健全性を確認し、計画的に設備の補修・取替えを実施

運転開始

取替え 取替え 取替え

取替え

特
別
点
検

取替え 取替え 取替え取替え頻度高

取替え実績はあるが頻度低

（例：計器類）

（例：蒸気発生器・給水加熱器・配管）

取替えが困難な機器
（例：原子炉容器）

安全上
必要な
機　器

10年 20年 30年 40年 50年

高経年化技術評価（30年目）
〈30年を迎える前〉

高経年化技術評価（40年目）

長期保守管理方針＊（30～40年） 長期保守管理方針＊
（40年～延長期間満了まで）

〈40年を迎える前〉

特別点検の結果

40年目
特別点検 審査 認可申請

従来の
高経年化対策

運転期間延長
認可制度

＊ 長期運転するために必要な機器等の点検・取替えなどの方針

長期保管管理方針：長期運転するために必要な機器等の点検・取替などの方針

─
─
つ
ま
り
原
子
力
発
電
所
の
耐
用
年
数

＝
40
年
で
は
な
い
？

　

40
年
は
あ
く
ま
で
日
本
国
内
の
法
的
制

限
。
プ
ラ
ン
ト
の
寿
命
で
も
技
術
的
な
耐

用
年
数
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
原
子
力
発

電
所
で
は
、
各
設
備
・
機
器
の
重
要
度
に

応
じ
た
き
め
細
か
い
保
守
管
理
を
行
っ
て

お
り
、
定
期
検
査
結
果
や
経
年
劣
化
予
測

に
基
づ
く
補
修
・
取
替
え
も
実
施
し
て
い

る
。
関
西
電
力
で
も
計
器
類
や
配
管
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
蒸
気
発
生
器
や
原
子
炉
容

器
上
蓋
と
い
っ
た
大
型
機
器
に
つ
い
て
も高浜1号機の配管新設工事
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安全性向上対策工事が進む高浜1・２号機

高浜1・2号機原子炉格納容器の上部遮蔽設置工事における鉄骨架台検査

は
変
わ
ら
ず
、
現
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
極
め
て
高
い
。
特
に
美
浜
は
３
号
機
の

運
転
停
止
が
続
い
て
い
た
た
め
、
再
稼
動

に
向
け
た
工
事
が
進
み
、
地
元
協
力
会
社

の
方
々
も
含
め
、
も
の
す
ご
く
活
気
が
出

て
き
た
と
地
元
の
皆
さ
ま
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。

●
理
解
活
動

─
─
40
年
以
降
の
運
転
に
つ
い
て
も
地
元

の
理
解
は
進
ん
で
い
る
？

　

発
電
所
を
立
地
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
り
な
が

ら
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
原
子
力
プ
ラ

ン
ト
の
早
期
の
再
稼
動
を
め
ざ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
地
元
の
方
々
か
ら
応
援
や

ご
期
待
の
声
を
頂
戴
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
声
に
応
え
る
べ
く
発
電
所
を
運
営
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
も
そ

も
発
電
所
で
働
い
て
る
人
の
６
〜
７
割
は

地
元
の
人
だ
か
ら
、「
こ
こ
で
働
け
て
良

か
っ
た
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
職
場
に

し
た
い
と
も
思
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
発
電
所
見
学
会
な
ど
の
フ
ェ
イ

ス
ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
推
進
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、
40
年
以
降
の
運
転
の
必
要
性
や
安

全
性
な
ど
に
つ
い
て
、
立
地
地
域
を
は
じ

ュ
ー
も
受
け
、
改
め
て
評
価
方
法
等
の
適

切
性
・
妥
当
性
を
確
認
し
て
い
る
。

●
安
全
性
向
上
対
策
工
事

─
─
現
在
、
高
浜
１
・
２
号
機
、
美
浜
３

号
機
で
実
施
し
て
い
る
「
安
全
性
向
上
対

策
工
事
」
と
は
？

　

40
年
以
降
の
運
転
を
行
う
に
は
、
当
然

な
が
ら
新
規
制
基
準
に
適
合
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
代
替
低
圧
注

水
ポ
ン
プ
や
空
冷
式
非
常
用
発
電
装
置
の

配
備
、
竜
巻
対
策
設
備
な
ど
、
重
大
事
故

や
自
然
災
害
対
策
と
し
て
新
た
な
設
備
を

導
入
。
加
え
て
、
原
子
炉
格
納
容
器
上
部

遮
蔽
の
設
置（
高
浜
１
・
２
号
機
）、
海
水

管
埋
設
部
の
移
設（
高
浜
２
号
機
）、
炉
内

構
造
物
の
取
替
え（
美
浜
３
号
機
）な
ど
、

土
木
建
築
工
事
や
機
械
・
電
気
工
事
な
ど

入
念
な
安
全
性
向
上
対
策
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
さ
ら
に
自
主
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
中
央
制
御
盤
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

最
新
技
術
の
導
入
も
進
め
て
い
る
。

─
─
工
事
の
進
捗
状
況
は
？　

　

高
浜
１
・
２
号
機
は
、
格
納
容
器
上
部

遮
蔽
設
置
な
ど
の
工
事
進
捗
に
よ
り
必
要

な
資
機
材
エ
リ
ア
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

安
全
確
保
の
た
め
工
程
を
再
調
整
。
工
事

完
了
時
期
を
１
号
機
は
２
０
２
０
年
５

月
、
２
号
機
は
２
０
２
１
年
１
月
と
、
当

初
予
定
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
約
９
カ
月
延
長
し

た
。
美
浜
３
号
機
は
、
地
盤
改
良
工
事
で

掘
削
を
進
め
る
な
か
、
強
固
な
支
持
岩
盤

が
想
定
よ
り
も
深
い
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
掘
削
量
や
地
盤
改
良
方
法
を
見
直
し

た
。
結
果
、
工
事
完
了
時
期
を
２
０
２
０

年
７
月
と
約
６
カ
月
延
長
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
工
程
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
も
の
の
、
安
全
最
優
先
と
の
思
い

壊
検
査
や
サ
ン
プ
ル
調
査
で
よ
り
詳
細
に

劣
化
状
況
を
確
認
す
る「
特
別
点
検
」が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
①
特
別
点
検
の
実

施
、
②
そ
れ
を
踏
ま
え
た
高
経
年
化
技
術

評
価
の
実
施
、
③
そ
れ
ら
に
基
づ
く
長
期

保
守
管
理
方
針
の
策
定
、
の
三
つ
が
揃
っ

て
初
め
て
運
転
期
間
延
長
が
申
請
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
関
西
電
力
も
高
浜
１
・
２
号
機
、

美
浜
３
号
機
に
つ
い
て
①
②
を
実
施
し
、

40
年
以
降
の
運
転
を
想
定
し
て
も
問
題
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｅ

Ｐ
Ｒ
Ｉ（
米
国
電
力
研
究
所
）な
ど
外
部
の

第
三
者
機
関
に
よ
る
客
観
的
な
技
術
レ
ビ

特別点検実施箇所と大型機器などの取替え箇所

Check

1

Check

2

計
画
的
に
取
替
え
工
事
を
行
っ
て
き
た
。

取
替
え
が
難
し
い
の
は
、
原
子
炉
容
器
と

原
子
炉
格
納
容
器
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
で
あ
る
。

─
─
取
り
替
え
ら
れ
な
い
原
子
炉
容
器
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
健
全
性
は
？

　

取
替
え
が
困
難
な
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
運
転
開
始
後
35
年
目
以
降
に
、
非
破

かんでんFOCUS安全性向上対策工事が進む
美浜発電所の防潮堤設置工事

美浜3号機 外部遮蔽壁耐震補強工事
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─
─
再
稼
動
後
の
プ
ラ
ン
ト
運
用
に
つ
い

て
は
？

　

特
別
点
検
や
高
経
年
化
技
術
評
価
で
問

題
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
と
は
い
え
、
40

め
、
社
会
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

●
今
後
の
課
題
と
抱
負

─
─
改
め
て
、
再
稼
動
に
向
け
た
想
い

は
？

　

震
災
後
の
運
転
停
止
以
来
、
関
西
電
力

で
は
原
子
力
部
門
の
み
な
ら
ず
、
会
社
全

体
が
一
丸
と
な
っ
て
窮
地
を
乗
り
越
え
て

き
た
。
火
力
部
門
で
は
運
転
を
止
め
て
い

た
設
備
を
立
ち
上
げ
、
不
具
合
が
あ
れ
ば

夜
中
の
う
ち
に
一
生
懸
命
修
繕
し
て
昼
間

の
需
要
に
備
え
る
な
ど
、
精
一
杯
、
安
定

供
給
を
守
っ
て
き
た
。
ま
た
、
営
業
部
門

で
は
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
が
で
き
ず
、

厳
し
い
経
営
環
境
の
な
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

営
業
努
力
で
お
客
さ
ま
と
の
信
頼
関
係
の

構
築
に
努
め
て
き
た
。
そ
ん
な
苦
労
の
末

に
現
在
が
あ
る
の
で
、
社
内
の
協
力
に
恩

返
し
す
る
意
味
で
も
、
そ
し
て
何
よ
り
地

元
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

安
全
確
実
に
工
事
を
完
了
し
て
再
稼
動
を

果
た
し
た
い
。

年
以
降
の
運
転
は
日
本
初
。
原
子
力
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
知
見

の
蓄
積
や
技
術
向
上
に
取
り
組
み
、
高
経

年
化
対
策
を
確
実
に
実
施
し
、
安
定
し
た

長
期
運
用
を
実
現
し
た
い
。「
安
全
に
終

わ
り
は
な
い
」と
肝
に
銘
じ
、
長
期
運
用

に
対
す
る
信
頼
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
。

─
─
で
は
、
今
後
の
抱
負
を
。

　

福
島
第
一
の
事
故
以
降
、
日
本
で
は
原

子
力
の
依
存
度
を
低
減
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
世
界
で
は「
21
世
紀
は
原
子
力

の
世
紀
」と
し
て
中
国
は
じ
め
新
興
国
も

注
目
。
資
源
の
な
い
日
本
が
原
子
力
を
手

放
し
て
し
ま
う
と
国
力
が
落
ち
か
ね
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
こ
と
は
、
日
本
の

将
来
を
考
え
る
こ
と
。
関
西
電
力
は
こ
の

国
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
安
全
確
保
を
大

前
提
と
し
て
安
定
的
に
運
転
を
行
い
、
40

年
以
降
の
運
転
の
必
要
性
・
安
全
性
な
ど

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

高浜発電所見学会での概要説明


